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９月２日に成田発、ウィーン経由でアムステルダムに入る。ここでの仕事はオ

ランダ帝国博物 の Kees Zandvliet 氏に会うことであったが、氏が出張のためア
ムステルダム滞在の最終日にならないと会えないことが判明、その間は海洋博物

をまわり、翌日は東インド会社の帰国船が真先に寄り、積み荷の一 を販売し

たといわれるホールンを見てくることにした。博物 もあるという。 車で１時

間半程度でホールンに着き、自転車を借りて町を見ることにした。町の中心は港

に いところにあり、市庁舎や税関の建物が残っており、その 模もかなり大き

く、当時の市民と貴族の力がかなりのものであったことを物 っている。博物

は木造 4 階建ての市庁舎内にあり、 模はそれほどではないが、この町の 模に

あった展示がみられた。町に関するパンフを手に入れる。港はそれほど大きくは

ないが、外海を避けた大きな湾を形成していて、かなりの船が発着可能である。

翌日は古本屋をまわる。現在は大学の建物になっている元の東インド会社の本

社のビルの くに数件の古本屋があり、そのうちの１つ Antiquariaat A.Kok &ZN.
がかなり大きな店と倉庫をもっており、結局午後からはずっとここの書庫にいる

ことになった。WEB 上に在庫リストを公表しているので（www.nvva.nl/kok）か
なりの本は検索できるが、当然できないものもあり、原物を手にとって見た方が

イメージもわくし、内容もはっきりとする。結局、L’Honore Naber, S.P.,
Reisebeschreibung von deutschen Beamten und Kriegsleuten im Dienst der
niederländischen West- und Ost-Indischen Kompagnien 1602-1797. Herausgegeben von

S.P.L’Honore Naber. Haag, 1930-1932. 13volsという東インド会社のドイツ人官吏の
記 集と東インド会社の出している各地の絵画と海図のリプリント版 Vingboons,
Johannes, Atlas van kaartenen aangezichten van de VOC enWIC, genoemd Vingboons-

Atlas in het Algemeens Rijksarchief te’s-Gravenhage. Reprint Haarlem, 1981.をリザーブ
しておいた。店員の知 度も く優秀な古本屋であったので、今後のための連絡

はつけておいた。なお、丸善との関係は悪く、取り引きは紀伊国屋か一誠堂がよ

いとのこと。

Kees Zandvliet氏は帝国博物 の研究員であり、東インド会社に関する研究論文

もあり、Tanap Project の推進者の一人であるが、研究員としての仕事に忙しいら
しく、最終日の昼休みにようやく会うことができた。博物 の 堂に案内され、



事をしながら１時間半ほどの話ができた。我々のプロジェクトについて大凡説

明した後、Tanap Project が我々の 画のひとつの手本になりそうであるので、日

本にきてシンポジウムで話して欲しいともちかけた。Zandvliet氏は、Tanap Project
について簡単に説明してくれた後、自分は多忙で出かけられないし、むしろライ

デン大学の Leonard Blussé教授とデン・ハーグのNational Archivesの Pieter Koenders
ないし Francien van Anrooijの両氏の名前をあげて、彼らの方が適任であるとのア
ドヴァイスをくれた。デン・ハーグの National Archives の話しや、史料編纂所の
話しなどをし、今後の協力を約して別れる。日程に関係でデン・ハーグやライデ

ンには出かけられずにアムステルダムを後にする。

ウィーンを経てテッサロニキへ。ここではテッサロニキ・ユダヤ博物 を訪ね

ることであった。しかしこのユダヤ博物 は、数年前に市場の真中から、１００

ｍほど離れた新しい建物に移転していたため、探すのには時間がかかってしまっ

た。博物 の１階は、紀元前からあったテッサロニキのユダヤの墓の再現された

展示があり、２階は主としてセファルディウムの歴史が展示されている。２階の

展示は大変面白く、１５世紀に約２万５千から３万人のセファルディウムがイベ

リア半島からやってきた以降の歴史がかなり詳しく展示されていた。

その後、テッサロニキはアテネとは別個に、バルカンを通じてのヨーロッパと

東方の交易を中継する重要な 市に発展するが、その交易にユダヤ教徒は重要な

役割を果していたようである。彼らの住居が港を背景とした市の中心に集中して

いたことは、そのことを如実に示していた。３２のシナゴーグをそなえた教団が

あったというそうした発展の過程のなかで、第一次大戦の最中の１９１７年の市

の中心 （ということはユダヤ教徒の ）がほとんど焼け落ちた大火は、彼らに

大きな打撃を与えた。その打撃からようやく立ち直ってきた頃、１９４１年にギ

リシアはドイツおよびイタリア、ブルガリアに分割占領される。テッサロニキは

ドイツに支配下に入り、4万９千人の「ユダヤ人」は「最終的 決」のために「死

の収容所」に送られた。テッサロニキの 96,5%が主としてアウシュヴィッツの収
容所に送られたが、それを指揮した一人がオーストリアの元大統領ヴァルトハイ

ムであったことは、それほど知られたエピソードではないが、僕には感慨深いも

のがあった。

博物 には図書室もついていて、ある程度の本や史料が並べられている。イー

ディッシュの教室もあるようだった。何冊かの本も売っており、フランス の『テ



ッサロニキのユダヤの歴史』という数巻の本を手に入れる。その後、いくつかの

本屋をまわったが、ユダイカを置いてある店は１ もなかった。いくつかの博物

ものぞいてみる。

ウィーンにもどり、古本屋まわりをする。 葉が分ることはやはりありがたい。

数件の古本屋を回ったが、アジアの旅行記などを数多く置いているのは、

Antiquariat Löcker(www.loeckerüloecker.at)であり、以下の文献をリザーブしておい
た。
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